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主論文 

The application of tetanic stimulation of the unilateral tibial nerve before 

transcranial stimulation can augment the amplitudes of myogenic motor-evoked 

potentials from the muscles in the bilateral upper and lower limbs. 

 

運動誘発電位における経頭蓋電気刺激の前に片側脛骨神経へテタヌス刺激を行う

ことで、両側上下肢から導出される運動誘発電位振幅を増幅させる。 
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論文審査の要旨 

 

運動誘発電位（MEP）モニタリングは、大血管、脳脊髄などの運動機能障害

のリスクの高い手術において運動機能障害の早期発見と予防のために使用され

る。しかし、麻酔薬や筋弛緩薬などにより振幅が抑制され、しばしば解釈が困

難になることがある。これまでに経頭蓋電気刺激の前に、記録筋の支配神経を

テタヌス刺激することで振幅を増幅させる方法（p-MEP）が報告されているが、

本研究では、p-MEPによる左脛骨神経へのテタヌス刺激が、左脛骨神経の非支配

筋から出力される MEP振幅に及ぼす影響を検討している。 

脊椎脊髄手術を予定された 30 症例を対象に、従来の MEP（c-MEP）と経頭蓋

電気刺激の１秒前に末梢神経（左脛骨神経）へテタヌス刺激する p-MEPを行い、

両側短拇指外転筋、母趾外転筋、前脛骨筋、ヒラメ筋で MEP 振幅を記録し比較

した。その結果、テタヌス刺激された左脛骨神経に支配されている左母趾外転

筋から記録された MEP のみならず、左脛骨神経に支配されていない両側短拇指

外転筋、両側ひらめ筋、右側母趾外転筋、右側前脛骨筋からの MEP も有意な振

幅の増幅を示した。以上よりその機序は未だ明らかではないが、本研究により

十分臨床応用が可能な運動誘発電位の振幅増幅法が紹介され、また本研究から

得られた知見は今後の関係領域の手術において、大いに貢献することが期待さ

れる。公聴会での質疑応答も的確で、学位に値する有意義な研究と評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに麻酔学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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